
Windows10の
WiFi設定調整



調整項目

Windows10でWiFi接続が不安定な場合は、下記項目をご確認ください

1. WiFiデバイスの省電力設定の無効化

2. WiFi自動接続の無効化

3. ローミング積極性の調整

4. Intel WiFiドライバーの更新



1.WiFiデバイスの省電力設定の無効化

WiFiデバイスが省電力モードで動いていると、不安定になる場合があります。

①

②
スタートメニュー横の検索欄に

control

と入力すると、コントロールパネル
が出てきます。



コントロールパネルの表示方法が
「カテゴリ」になっている場合は
「大きいアイコン」に切り替えます



電源オプションをクリックします



プラン設定の変更をクリックします



詳細な電源設定の変更をクリックします



電源オプションの設定項目の一覧から
- ワイヤレスアダプターの設定
-- 省電力モード
--- バッテリ駆動

の設定を「最大パフォーマンス」に変更
して、「適用」をクリックします。

以上です



2.WiFi自動接続の無効化

学内の複数のSSIDへの接続設定の自動接続が有効になっていると、接続先のSSIDが
勝手に切り替わってしまう場合がありますので、無効化するか、自動接続を有効にす
るSSIDを1つに限定します。

スタートメニューをクリックし、
「⚙（設定）」をクリックします



ネットワークとインターネットをクリックします



Wi-Fiをクリックします。



既知のネットワークの管理
をクリックします



設定済みのSSID一覧から、学内のSSIDをクリッ
クし、「プロパティ」をクリックします。

学内のSSIDは

SRAS-WPA
SRAS-2G
SRAS-5G
SHIBAURA
eduroam

等です。



自動接続がオンになっている場合は、オフにします。



3.ローミングの積極性の調整

この設定は、PCのハードウエアによって、設定項目自体が無い場合や、設定項目の名
称が異なっています。設定方法が分からない場合は、情報システム課窓口までPCをご
持参ください。

スタートメニューをクリックし、
「⚙（設定）」をクリックします



ネットワークとインターネットをクリックします



アダプターのオプションを変更する
をクリックします。



Wi-Fiデバイスを右クリックして
「プロパティ」をクリックします。



構成をクリックします



詳細設定をクリックします



ローミングの積極性を「最低」にしてOKを
クリックします。

この設定項目はPCのハードウエアやWiFiド
ライバーのバージョンによって異なります。



4.Intel WiFiドライバーの更新

Intel製のWiFiデバイスのドライバーソフトウエアが古い場合は、接続に問題が発生す
ることがあります。ドライバーソフトウエアの更新方法は、PCのメーカーのサポート
サイトをご覧ください。

ドライバーの更新に失敗すると、ネットワークに接続が出来なくなりますのでご注意
ください。
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